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１．目標 

包括目標 (Goal) 

1．病理指導医の下、切り出し・診断・病理解剖等を行う。 

2．各臨床科とのカンファレンスへの参加、症例提示を行う。 

 

個別目標 (Objectives） 

1． 適切な病理組織診断申込みについて学ぶ 

2． 検査技師指導の下、標本作製の過程について習熟する。 

3． 病理指導医の下、生検・手術症例の切り出しを行う。 

4． 病理指導医の下、生検・手術症例の診断を行う。 

5． 病理指導医の下、手術症例の術中迅速診断を行う。 

6． 病理指導医と共に病理解剖の執刀を行い、CPC の準備にも積極的に参加する。 

7． 臨床科とのカンファレンスに参加し、自ら診断した症例では病理像の提示まで行う。 

 

２．方略 

1．病理指導医や検査技師の指導の下、標本作製の各過程 (固定、切り出し、包埋、薄切、

染色) を実践する。 

2．病理指導医の下、生検症例の検鏡・診断を行う。所見内容は指導医確認の下、診断チ

ェック会で研修医自ら提示する。 

3．病理指導医と共に、術中迅速診断に提出された摘出臓器の切り出し、診断、報告に参

加する。 

4．病理指導医と共に病理解剖の執刀に加わる。研修期間が 2か月以上あれば、CPC での

発表まで行う。 

5．各臨床科との病理カンファレンスに積極的に参加する。病理指導医の下、自ら診断し

た症例については病理所見の提示まで行う。 
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週間スケジュール 

 月 火 水 木 金 

集合時間 

場所 

8:30 

病理学分野医局 

8:30 

病理学分野医局 

8:30 

病理学分野医局 

8:30 

病理学分野医局 

8:30 

病理学分野医局 

午前 生検症例の検鏡 婦人科カンファ 皮膚科カンファ 婦人科カンファ 生検症例の検鏡 

診断チェック会 生検症例の検鏡 生検症例の検鏡 生検症例の検鏡 診断チェック会 

 診断チェック会 診断チェック会 診断チェック会  

午後 切出・術中迅速 切出・術中迅速 切出・術中迅速 切出・術中迅速 切出・術中迅速 

      

 

病棟：病理部・病理診断科 (プレハブ棟 2) 

医局：病理学分野 (臨床研究棟 2階) 

３．評価 

１．EPOC2で評価（形成的評価） 

２． 

 

４．指導医（指導医養成講習会を受講した医師） 

東 美智代 

平木 翼 

北薗 育美 

田崎 貴嗣 


